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宮崎市では、リゾート開発、区画整理事業、道路整備事業などが市内のいたる所で行われて

おり、それに伴い埋蔵文化財の発掘調査や石仏・石塔等の歴史的遺物の保護・保存の必要性が

強く求められております。その様な状勢の中、宮崎市教育委員会では市道久保垂水線の改良工

言
に伴い、平成 5年度に2期に分けまして宮崎市大字瓜生野 (垂水台地)所在の垂水第 1遺跡

の埋蔵文化財の発掘調査を行いました。

1調査の結果、ナイフ形石器、角錐状石器をはじめとして数多くの石器が出土し、集石などの

遺構も検出され旧石器時代の貴重な資料を得ることが出来ました。今回の調査内容は、平成元

年に調査された金剛寺原第 1、 第 2遺跡の内容とともに宮崎平野、特に垂水台地における旧石

器時代像の解明に役立つものと考えられます。今後、本報告書が学術・研究の一助となり、広

く活用いただければ幸いです。

最後に発掘調査にご協力いただきました関係機関、地元の方々、作業員の皆様に心から感謝

申し上げます。

平成 6年 3月

宮崎市教育委員会

教育長 柚木崎 敏
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1.本書 1ま、市道久保垂水線改良工事に伴い、宮崎市教育委員会が、平成 5年 5月■日～平成

5年 7月 19日、平成 5年10月 13日～平成 5年12月 1日 に実施した葦水第 1遺跡の発掘調査報

告書である。

2.調査組織

調 査 主 体   宮崎市教育委員会
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3.本書の執筆は、日高が行った。

掲載図面の実測、製図、図版の作成は中山、岩城R日高、椎、久富が行った。

現場での写真撮影は、中山く岩域、日高が行い、遺物写真は中山が行った。

6.本書の編集は久富、中山が行った。

7.本遺跡出土遺物は、宮崎市教育委員会で保管している。
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第 1章 調査の経過

第 1節 調査に至る経緯
宮崎市大字瓜生野久保地区から垂水公園に至る市道改良工事に伴い、工事にあたる瓜生野字

ソヤノ木原の文化財の有無照会が、宮崎市の土木課から文化振興課に提出された。

文化振興課では、計画工事範囲が周知の遺跡内であること、また、近くには、金剛寺原第 1

遺跡 。第 2遺跡、垂水公園遺跡が隣接することから本格的な発掘調査を行うことになり、第一

次調査 (平成 4年 5月 11日 から7月 19日 )を主事中山豪、主事補岩城勝志、嘱託日高広人が担

当し、第二次調査 (同年10月 13日 から12月 1日 )を主事補岩城勝志、嘱託日高広人が担当し、

発掘調査を行った。

●  
―
。
第

兵彊跡話藝程F再道久保・垂水線改良:工事に伴う事前発掘調査であった為、調査区の設定が

道路幅内のみと制約されたものとなった。

調査対象区は、市道を挟み東西に畑地がある。畑地は段々畑になっており西側の畑地南側は

調査対象区中頃まで市道よリー段高くなり、北方向に進むにつれて下がっていく。一方、東側

の畑地は一部を除き市道より低くなっており、最も低いところは約 2m削 られている所もある。

従って西側畑地が比較的残りが良いと思われた為、第一次調査ではグリッドを設定し、西側畑

地をW列とし、南北方向に封ヒから1～ 6グ リッドを設けた。また、東狽1畑地をE列とし、あま

り削平を受けていない、まわりよリー段高い畑地を南北方向に北から1～ 2グ リッドと設けた。

W-1グ リッドでは、表土を剥がし、約2.Om下の茶褐色土層 (Ⅱ層)中 より、平安から奈
良時代ごろの土師器片が出土した。更に、約0.3m掘 り下げたところで、アカホヤ層 (Ⅲ層)

にあたる。黒色土層 (Ⅳ層)、 暗褐色土層 (Va層)を経て約1.3m掘 り下げた明褐色土層 (V

b層)中で多数の礫に伴って剥片 3点、原石 1点が検出された。

しかし、たび重なる大雨の為に水没し、ポンプによる水の汲み出しを繰り返し行ったが、深

0さ が約3.5mも あり、隣接する市道が崩れ落ちる危険性が出てきた為、遺物を数点取 り上げた
だけで、埋め戻しを行った。

W-2グ リッドからW-4グ リッドおよびW-6グ リッドまでは、焼礫が数点見られるのみ
で、遺物、遺構を検出することができなかった。

W-5グ リッドでは、1.8m掘 り下げた明褐色土層 (Vb層)中より、点在した数点の焼礫に
伴って石錐が 1点検出された。

E-1グ リッドでは、明褐色土層 (Vb層)中より、集石遺構 1基とスクレイパー 1点、石
核 1点、使用痕剥片 3点、剥片 1点、台石 2点が検出された。

E-2グ リッドでは、暗褐色土層 (Va層)中より土器片 1点、石鏃 2点、尖頭器 1点及び
磨石 1点が検出されたが、ナイフ形石器、角錐状石器等の旧石器時代の遺物と混在した状況に

あった。また、中央部には掘り込みが見られ、溝状遺構とも考えられるが、四方八方に木の根

のように入り込んでいた為、撹乱と考えられる。

-1-
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1.金剛寺原第 1遺跡  3垂 水公園遺跡
2.金剛寺原第 2遺跡  4.垂水第 1遺跡

第 1図 垂水第 1遺跡位置図 (1:2,500)
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なお、明褐色土層 (Vb層)か ら明黄褐色土層 (Ⅵ層)にかけて散乱した焼礫および、ナイ

フ形石器、角錐状石器、石核、スクレイパー、台石等の遺物を検出した。

第二次調査ではW列を 7～ 11グ リッドまで設定した。

W-7、 W-8グ リッドは、焼礫が数点点在するのみで、遺物、遺構の検出はされなかった。
W-9グ リッドでは、明褐色土層 (Vb層)中より焼礫が数点と使用痕剥片 6点、剥片 4点
計10点が検出された。

W-10グ リッドでは、北面に黒色土層 (Ⅳ層)が残っており、暗褐色土層 (Va層)中 より

人頭大等の礫群に伴って石鏃 1点、磨石 1点が検出された。また、明褐色土層 (Vb層 )か ら

明黄褐色土層 (Ⅵ層)にかけて多数の焼礫に伴って、ナイフ形石器、角錐状石器、剥片尖頭器、

スクレイパー等が検出された。なお、明褐色土層 (Vb層)中より竪穴状遺構 1基が検出された。

W-11グ リッドは、北面東側の一部に黒色土層 (Ⅳ層)が残っており暗褐色土層 (Va層 )

中より土器片16点が検出されたが、ナイフ形石器等、旧石器時代の遺物が混在した状況であっ

た。明褐色土層 (Vb層)か ら明黄褐色土層 (Ⅵ層)にかけて、中央部に散乱した焼礫が見ら

れ、それに伴い、ナイフ形石器、角錐状石器、石錐等が集中して検出された。

また、市道をM列 とし、第一次調査でE-2グ リッドに遺物が集中していたこと、さらにW―
10、 W-11グ リッドも遺物が集中していたことから、これらのグリッドに隣接する所をM-1
グリッドと設定した。

M-1グ リッドは、市道の下ということもあり、暗褐色土層 (Va層)ま で削平されていた
が、明褐色土層 (Vb層)か ら明黄褐色土層 (Ⅵ層)にかけて集石遺構 6基、竪穴状遺構 1基

とナイフ形石器、角錐状石器、剥片尖頭器、スクレイパー等が検出された。

第 2章 遺跡の概要

第 1節 遺跡の立地と環境
垂水地区は、ナイフ形石器が表採された事で遺跡の存在が確認された垂水公園遺跡のある、

最高標高が120.5mに なる山塊から宮崎平野と大淀川左岸に向かって幾つかに分かれて突き出

す舌状台地のちょうど付け根部分、傾斜の緩やかな、開けた平坦面をもつ決積台地上に位置し

ている。

垂水第 1遺跡は、久保地区から垂水公園に通 じる市道に沿った畑地に立地しており、周辺で

は西にナイフ形石器、スクレイパー等の旧石器時代の遺物が出土した金剛寺原第 1遺跡、金剛

寺原第 2遺跡が隣接している。北は、瓜生野大池の南側に入り込む開析した谷へと落ち込んで

いく。さらに北上すると、昭和45年、別府大学が発掘調査した、宮崎県内における旧石器時代

研究の第一歩ともなり、船野型細石核で知られる船野遺跡 (宮崎郡佐土原町)がある。また、

南へと突き出す舌状台地、丘陵の先端部には、縄文時代前期の柏田貝塚があり、丘陵の東傾斜

面及び南々東に突き出し、宮崎城が所在した舌状台地西側には、県指定の瓜生野村古墳が広がっ

ている。

|

|

!
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第 2節 遺跡の層位と包含層

I層 黒褐色土層

Ⅱ 層 茶褐色土層

Ⅲ 層 明褐色土層

Ⅳ 層 黒色土層

Va層 暗褐色土層

Vb層 明褐色土層

【垂水第1遺跡 基本土層】

現耕作上である。 (約 20cm)

(約 14cm)

アカホヤの二次堆積層と思われる。輸 10～16cm)

やや固く少し粘り気がある。 (約 20clll)

Ⅳ層～V層の漸位層、固くしまっており、暗褐

色プロック混入が多い。 (約 20cm)

ブロックを少し含み、少し粘り気がある。

旧石器時代遺物包含層 (約40cm)

Ⅵ 層 明黄褐色土層 十日石器時代遺物包含層で粘質が強く水気を含む。

下部に砂岩含む。 (約 20～ 40clll)

Ⅶ層 褐色硬質砂岩層

本遺跡の遺物包含層はVb層からⅥ層上部にかけての約50cmである。

現地形では、北方向と東方向に緩やかに傾斜しているが、台地上にある為、遺物包含層であ

るV層以降の傾斜が著しく、南北では、現地形を平坦にする為に運ばれたと思われる客土が、

W-1グ リッドでは約2.6m、 w-3グ リッドでは、約0,7m、 w-8区 グリッドでは約1.2m、
W-1グ リッドの南面では0。7mと堆積しており、旧地形では、かなり起伏が激しかったもの
と思われる。東西では、東方向に傾斜している。

また、調査区南側では、Va層上部までほとんど削平を受けており、 Va層が残っているの

は、E-2グ リッド、W-10グ リッド、W-11グ リッドの一部分のみであった。 Va層では、
土器片や石鏃など縄文早期の遺物等が出土しており、縄文早期の遺物包含層と思われるが、ナ

イフ形石器、角錐状石器等の旧石器時代の遺物の混入が見られた。M-1グ リッドは、市道の
下ということもありVa層まで削平されていた。
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第 3章 調査の成果

第 1節 旧石器時代の遺構・遺物
(1)集石遺構

集石遺構は、 7基検出した。内訳はE-1区に 1基、M-1区 に6基である。
【E-1グ リッド】
〔1号集石遺構〕

1号集石遺構はE-1グ リッド北壁中央に位置し、直径約60cmの範囲内に90個ほどの剣吻氣
破損礫を含む焼礫が平面的に密集している。周辺には20数個の散石が見られる。礫は赤化現象

が著しい。また、扁平な破損礫が見られ、接合可能な礫が目立つ。掘り込み等の土壊や基底部

施設等は見られなかった。焼土、炭化物等は検出されなかった。

【WI-1グ リッド】                                            q
〔1号集石遺構〕

1号集石遺構はM-1グ リッドの中央の東壁寄りに位置し、Vb層下部から検出されている。
直径約50cmの範囲内に人頭大の礫を数個含む20数個の焼礫が平面的に密集している。全ての礫

に赤化現象が見られ、破損礫も見られる。周囲では3号集石が北に隣接し、ナイフ形石器、ス

クレイパー、剥片等の石器が散乱している。焼土、炭化物等は検出されなかった。

〔2号集石遺構〕

2号集石遺構はM-1グ リッドの中央南の西壁すみ、 1号集石遺構からは北々西に約 4mの
所に位置し、Vb層下部から検出されている。直径30cmの範囲内に10数個の焼礫が平面的に密

集している。遺構南面は赤化現象が著しく、破損礫も見られる。床面は若干の窪みがあり炭化

物が少量見られた。周辺には、ナイフ形石器、使用痕剥片が散乱している。

〔3号集石遺構〕

3号集石遺構はM-1グ リッド中央の東壁寄りに位置し、 1号集石遺構から北に30clllの所に

冥層を墓羊瑾騒 ξ:奮,電亀iこ程継竜選乳鼻評罫P≦択蟄景t争繁花重要を担F3逹こと軍碧
|

も見られる。

〔4号集石遺構〕

4号集石遺構は北壁西寄りに位置し、Ⅵ層から検出されている。約40× 50cmの範囲内に人頭

大や拳大の礫、20数個の淡い赤褐色の焼礫が平面的にやや密集している。周辺には西方向に10

数個の散石が見られる。

〔5号集石遺構〕

5号集石遺構は中央南の西壁寄りに位置し、 2号集石遺構から南東に約30cmの位置にある。

Ⅵ層から検出されており、直径約40cmの範囲内に拳大から拳大より小さい円礫、角礫、15個の

焼礫が輪を描くように置かれている。礫は、赤化現象が著しく破損したものやひびが入った礫

も見られる。床面には若干の窪みがある。周囲に拳大ほどの焼礫数10個が散乱している。

C

-6-



鬱
鰻
1号
集
石

3号
集
石

⑬
5号
集
石

4号
集
石
  
  
  
  
  

⑬
2号
集
石

E-
2グ
リ
ッ
ド

M-
1グ
リ
ッ
ド

W-
9グ
リ
ッ
ド

W-
10
グ
リ
ッ
ド

第
3図
 
遺
構
配
置
図



|

の  @
毬

D

●

∬

サ

ー

ー

靭

朔

Ｈ

辮

Ч

‐

＝

―

―

u   の
Q

の

ゝ

〇

が

ら

岱

0

―L=94.646 

＼＼
ホγ＼   |

―L=94.654      -

M-1グ リッド、 1号集石

6。

Q

/1
-L=94.654     -

M-1グ リッド、 2号集石 0       50cm

第 4図 集石遺構実測図 (1)

Ａ

４

釧

β

η

寸
Ｂ

．菖

＝

ヨ

ー



お
也
切
Ｙ

大

汽

ヅ

ー

ー

　

　

　

　

ｇ

ゆ
．Ｓ

＝

コ

ー

―

　

　

　

　

一
響

．Ｓ

＝

コ

ー

一

0菜 あ 餅
M-1グ リッド、 3号集石

M-1グ リッド、 4号集石

十  ~

一 L=94.549        -

―

―

―

式

淵

ｇ

坪

―

Φ
菖

．３

＝

ヨ
ー

＝

鳴
計
炒

⑤

‐

　

υ

が
触

始

M-1グ リッド、 6号集石

第 5図 集石遺構実測図 (2)

-9-



‐   ,す

〔6号集石遺構〕

6号集石遺構は北面中央に位置し、 5号集石遺構から北東に1.7mの位置にある。Ⅵ層から

検出されており、約100× 110cmの範囲内に収まり、人頭大から拳より小さい円礫や角礫等40数

個から構成されている。床面には若干の窪みがあり、少量ではあるが、炭化物が見られる。西

半分は比較的まとまっているが、東半分はばらけている。礫は、赤化現象が見られ、破損して

いる礫も見られる。周囲には拳大から拳大より小さい円礫が散らばっている。

(動 竪穴状遺構
竪穴状遺構は、 2基検出した。内訳は、W-10グ リッドに 1基、M-1グ リッドに 1基であ

る。

【W-10グ リッド】

〔1号竪穴状遺構〕

1号竪穴状遺構は、W-10グ リッド北壁から約50cm、 西壁北面から約30cmに位置し、Vb層

で検出された。縦横1.42× 0.61m、 深さ1.37m、 床面縦横0.80× 0。 14mの楕円形プランを呈して

いる。

埋土は遺構上部から約 3分の 2ま では暗茶褐色土がみられ、遺構下部ではにぶい淡茶褐色ロー

ムがみられる。

遺物は、遺構上部において、 4点出土し、細石刃 1点、剥片 3点が流れ込みによるものと思

われる。杭穴は検出されなかったが、おとし穴の可能性がある。

【M-1グ リッド】
〔1号竪穴状遺構〕

1号竪穴状遺構は、M-1グ リッド南壁中央から約3.lmに 位置し、Vb層で検出された。平
面上は直径92cmの円形で、深さは1.52mで ある。断面はフラスコ状になっており、深さ約40cm

のところで内にくびれ、縦横が66× 56cmの精円形である。床面は縦横が66cmの方形である。杭

穴は検出されなかった。

この遺構は、東北地方で縄文時代に多く見られる大型の貯蔵穴に類似している。しかし、遺

構内で炭化した堅果類等が検出されなかったことや、九州ではこのような大型の貯蔵穴が見ら

れないことから、貯蔵穴である可能性は薄いと思われる。むしろおとし穴と考える方が妥当で

はないかと思われる。

〔埋土〕

①層 暗茶褐色土層  固く締まっており、ボラを含む。
②層 淡茶褐色土層  柔らかく、白色粒子を含む。
③層 黄褐色土層   サラサラとして柔らかく、白色粒子を含む。火山灰 ?
④層 暗茶褐色土層  固く締まっており、ボラを含む。水気を含み、やや粘質である。
⑤層 暗茶褐色土層  ④層に類似するが、水気を含み、やや粘質である。
⑥層 黒褐色土層   固く締まっている。水気を含み、やや粘質である。
⑦層 茶褐色ローム層 水気を含み、粘質が強い。

■

ロ●

■
■
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―-10-一



―
―
L=
94
.7
88

十 1グ
リ
ッ
ド

号
竪
穴
状
遺
構

謡 ０ 図 　 隈 鴻 丼 郎 離 � 澄 口

ここ
rこ
=
正
三 R
石

W-
10
グ
リ
ッ
ド
 1
号
竪
穴
状
遺
構



(3)石器群の出土状況 *主要石器出土分布図は、グリッド番号によるものである。
垂水第 1遺跡の調査において、旧石器時代の遺物は、約777点出土しており、主に調査区南

側 (E-2、 M-1、 W-10、 W-11グ リッド)に集中している。
これらの石器群はまとまって出土しており、焼礫群の分布とほぼ同一の分布が見られるもの

も認められた。これらのまとまりに、接合資料を加味しながらブロックの設定を行うと12の ブ

ロックに分けることができる。

【E-2グ リッド】
E-2グ リッドでは、255点の遺物が出上しており、 3つのブロックに分けることができる。
〔第 1ブロック〕

E-2グ リッドの北壁から約 2mの位置に長径3.Om、 短径2.5mの 範囲であるが、東西に延
びる可能性がある。焼礫群は、ほぼ全面に広がり、散乱しているが、北に向かうにつれてやや

まとまる傾向にある。焼礫を伴う包含層は、約25～ 30cmである。

このプロックは、ナイフ形石器 2点、角錐状石器 3点、敲石 1点、石核 1点、台石 1点、三

次加工剥片 2点、使用痕剥片17点、剥片27点で構成され、砕片も多く見られた、Ⅵ層は、ナイ

フ形石器 1点、角錐状石器 1点、敲石 1点、二次加工剥片 2点、使用痕剥片 4点、剥片26点で

ある。またここでは、台石、原石から製品までが見られることから、石器製作の過程をうかが

い矢日ることができる。

〔第 2ブロック〕

南壁から5mの位置に、長径6.Om、 短径3.Omの 範囲であるが、東西に延びる可能性がある。
焼礫群は、ブロック北半面にややまとまる状況にあり、厚い。南方向に向かうにつれて薄く

散乱していく。焼礫を伴う包含層は35～ 40cmである。第 1ブロックとの境は明確ではないが、

接合資料からブロックを設定した。

このブロックは、ナイフ形石器 8点、角錐状石器 3点、スクレイパー4点、石核 6点、敲石
1点、二次加工剥片 4点、使用痕剥片30点、剥片37点で構成され、砕片も多く見られる。その

うちⅥ層では、使用痕剥片 5点、剥片 3点である。接合資料は、 8例あり、プロック外では 1

例ある。またここでは台石、原石等から製品まで出土しており、接合する剥片も多いことから、

石器製作の過程をうかがい知ることができる。

〔第 3プロック〕

第 2ブロックの南に接し、E-2グ リッドの南壁から北方向に約 lmの位置に長径3.6m、
短径3.Omの 範囲であるが、東西に延びる可能性がある。焼礫群は全体に散乱しており、西に

向かうほど薄くなる傾向にある。焼礫を伴う包含層は、20～ 30cmである。

このプロックは、ナイフ形石器 1点、台石 2点、使用痕剥片22点、剥片11点からなり、砕片

も多く見られた。Ⅵ層では、ナイフ形石器 1点、使用痕剥片14点、剥片 5点である。接合資料
は2例あり、うち 1例はブロック外にある。

【M-1グ リッド】
M-1グ リッドは262点の遺物が出土しており、 4つのブロックに分けることができる。

|

|
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〔第 4プロック〕

M-1グ リッドの北壁から約2.8mの 位置に長径3.5m、 短径3.Omの範囲にまとまるブロック
で、焼礫群ブロック南側に第 6集石遺構が位置し、北にいくにつれて散乱し、希薄になる状況

である。焼礫を伴う包含層は約20omである。

このプロックは、ナイフ形石器 2点、敲石 1点、二次加工剥片 1点、使用痕剥片 7点、剥片

7点で構成されている。また、砕片も見られる。なお、Ⅵ層では敲石 1点、二次加工剥片 1点

使用痕剥片 4点、剥片 2点である。

〔第 5プロック〕

第 4ブロックの南に接し長径3.Om、 短径2.8mの 範囲にまとまるブロックである。焼礫群は

ブロック東側に第 2号集石、第 5号集石遺構が位置し、ブロックの全体に散石が見られる。焼

礫を伴う包含層は約25～ 30cmになる。

このブロックは、ナイフ形石器 4点、スクレイパー 1点、使用痕剥片 6点、剥片 6点で構成

されている。また、砕片も見られる。Ⅵ層では剥片 1点である。

〔第 6ブロック〕

第 5ブロックの南に接し、長径5.Om、 短径3.5mの範囲であるが、東西に延びる可能性があ

る。焼礫群はブロック中央北寄りに第 1号集石、第 3号集石が位置し、全体にわたつて焼礫が

散乱している。焼礫を伴う包含層は、20～ 30omの厚さをもつ。

このブロックは、ナイフ形石器 2点、角錐状石器 1点、剥片尖頭器 1点、スクレイパー5点

石核 3点、二次加工剥片 2点、使用痕剥片20点、剥片33点で構成されている。また砕片も多く

見られる。Ⅵ層ではスクレイパー4点、二次加工剥片 1点、使用痕剥片 6点、剥片 9点である。

接合資料は6例あり、そのうちブロック外との接合は2例ある。ブロック外のVb層の剥片と

Ⅵ層の剥片との接合例が 1例ある。また、Ⅵ層内では1例あり、石核と使用痕剥片との接合で

ある。

〔第 7ブロック〕

南側から北方向へ 5mの位置にあり、第 6ブロックと接し、長径9.Om、 短径3.6mの 範囲で |
あるが、東西に延びる可能性がある。焼礫群はブロック全面に分布するが、西壁側にややまと

まりを見せ、東方向にいくにつれて散乱し、ばらける状況にある。焼礫を伴う包含層は、50om

と厚い。

このブロックは、ナイフ形石器 5点、角錐状石器 1点、剥片尖頭器 2点、スクレイパー1点、

石核 8点、台石 3点、使用痕剥片34点、剥片74点で構成されている。また砕片も多く見られる。

Ⅵ層ではナイフ形石器 1点、剥片尖頭器 2点、スクレイパー 1点、石核 1点、使用痕剥片1鉄《

剥片14点である。接合資料は7例あり、ブロック外との接合は4例ある。Ⅵ層の接合は1例あ

り、剥片と使用痕剥片の接合である。また、原石もあり、石器製作の過程をうかがい知ること

ができる。

【W-10グ リッド】

W-10グ リッドでは、157点の遺物が出土しており、 3つのプロックに分けることができる。
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〔第 8ブロック〕

W-10グ リッド中央から北面にかけて広がるブロックで、長径7.Om、 短径2.5mの範囲内に

まとまるが、東方向に延びる可能性がある。焼礫群はブロック範囲内に広がり、ブロック北面

はややまとまりがあり、南にいくにつれて散乱 し、ばらける状況にある。焼礫を伴う包含層は、

北面が35～ 40cm、 南面は約20cmに なる。

このブロックは、ナイフ形石器 1点、角錐状石器 1点、剥片尖頭器 4点、スクレイパー1点

石核 1点、敲石 1点、使用痕剥片 7点、剥片19点で構成されている。剥片が半数以上占めてお

り、全面に広がっている。また、砕片も見られた。なお、Ⅵ層では、ナイフ形石器 1点、剥片

尖頭器 3点、使用痕剥片 1点、剥片11点が出上している。接合資料は見られなかった。

〔第 9ブロック〕

第 8ブロックから南方向へ約 2mの位置から南に広がるブロックで、長径5.5m、 短径2.7m

の範囲内にまとまるブロックである。焼礫の分布はほとんど見られなかった。

このブロックは、ナイフ形石器 4点、剥片尖頭器 1点、スクレイパー 5点、使用痕剥片20点、

剥片12点で構成されている。うちⅥ層は、剥片尖頭器 1点、スクレイパー 1点、使用痕剥片 6

点、剥片 4点である。砕片も多く見られた。また、剥片は、ほとんど、南半面にまとまって出

土している。接合資料は 3例あり、Vb層とⅥ層上部との接合例は 2例で、スクレイパーと使

用痕剥片、使用痕剥片と使用痕剥片の接合である。

〔第10ブ ロック〕

第 9ブロックの南に接し、W-10グ リッドでは、長径約 4m、 短径約3.5mの 範囲であるが、

W-11グ リッドとの接合例もあり長径約 8m、 短径約3.5mの 範囲になる。東西に延びる可能

性がある。焼礫群は全範囲に広がり、まとまりがなく散乱 した状況にある。焼礫を伴う包含層

は、約35～ 45omの厚さをもつ。

このブロックは、ナイフ形石器 1点、石核 3点、台石 1点、使用痕剥片14点、剥片41点で構

成されており、特に剥片が半数以上を占めている。また、砕片も多く見られた。うちⅥ層では、

ナイフ形石器 1点、使用痕剥片 1点、剥片 7点が出上した。接合資料は 5例あり、 Vb層 とⅥ

層との接合例は 1例で、剥片と剥片の接合である。

【W-11グ リッド】

W-11グ リッドは、84点の遺物が出土しており2つ のブロックに分けることができる。

〔第11ブ ロック〕

W-11グ リッドの中央に位置し、長径約 7m、 短径約3.3mの 範囲であるが、東西に延びる

可能性がある。焼礫群は希薄でまとまりがない。

このブロックは、ナイフ形石器 4点、角錐状石器 4点、スクレイパー 1点、石錐 2点、不明

石器 1点、敲石 1点、二次加工剥片 2点、使用痕剥片14点、剥片 8点で構成されており、Ⅵ層

では二次加工剥片 1点、剥片 2点である。接合資料は 1例である。製品のほとんどが、ブロッ

ク中央に集中している。また、砕片は南に集中する状況にある。

|

|
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(り 出土遺物
【E-2グ リッド】
○ナイフ形石器は16点出土している。 (第 19図 。第20図)

(1)～ (9)は一側縁加工のナイフ形石器である。

(1)は幅広で厚みのある剥片を素材とし、右側縁部に主要剥離面及び背面からブランティン

グ加工を施している。

(2)は、幅広の剥片を素材とし、左側縁部にブランティング加工を施している。

(3)は、幅広の剥片を素材とし、左側縁部に主要剥離面及び背面からブランティング加工が

施されている。砂岩製で風化が激しく、もろくなっており、加工面がかろうじて見られる。

下部は欠損している。

(4)(5)(6)(7)(8)(9)は 横長剥片を素材とし打面方向にブランティング加工が施されている。

(4)(7)は下部が、(9)|ま上部が欠損している。(7)(8)(9)はいわゆる「国府型ナイフ」に類似

する。(6)は、縦長剥片を素材とし、左側縁部に主要剥離面よリブランティング加工が施さ

れているが、下部は欠損している。

(10)(11)は、三側縁加工のナイフ形石器である。

(10)は、縦長剥片を素材とし、両側縁部に主要剥離面よリブランティング加工が施されてい

る。また、基部の裏面に加工が施されている。

(11)は二側縁加工のナイフ形石器で左側縁部は主要剥離面及び背面からブランティング加工

が施されている。また、左側縁部は主要剥離面よリブランティング加工が施されている。

(12)(13)は、いわゆる切り出し形ナイフ形石器で、幅広の剥片を素材とし、一側縁部にブラ

ンティング加工を施し、背面からの打撃によりもう一側縁に基部を作り出している。(13)の

右側等の中央にあるへこみは、加工を施すときにアクシデントによりへこんだものと思われ

る。

○角錐状石器は6点出土している。 (第20図)

(14)は横長剥片を素材とし、右側縁部及び背面に加工が施されている。ナイフ形石器の可能

性もある。

(15)(16)は横長剥片を素材とし、主要素1離面及び稜上より加工が施されている。QDは右先端

部に自然面を残す。主要剥離面には大まかな加工が施されている。

(17)は縦長剥片を素材とし、二面加工を施している。打面を残しているが、上部は欠損して

いる。

(18)は縦長剥片を素材とし、二面加工を施している。主要剥離面には打瘤 (バルブ)が残っ

ている。下部欠損。

(19)は横長剥片を素材とし、二面加工を施している。左先端部は無加工である。

○スクレイパーは5点出土している。 (第21図)

(20)は厚みのある縦長剥片を素材とし、両側縁部に加工を施している。背面右側部、下縁部

に自然面を残す。

0



(21)は厚みのある剥片を素材とし、右側縁部に快入状の加工を施している。背面に自然面を

残している。

(22)は厚みのある剥片を素材とし、弧を描くように加工が施されている。エンドスクレイパー

で左側縁部は欠損している。

○その他の石器 (第21図・第22図)

(23)は小型の石核である。礫を分割し、平坦面を一側面と設定し、平坦打面より縦長剥片を

剥離している。

(24)は二次加工剥片、(25)～ (29)(32)は使用痕剥片、(30)(31)(33)は剥片である。

【M-1グ リッド】
○ナイフ形石器は13点出土している。 (第23図・第24図)

(34)(35)(36)(37)(38)は 一側縁加工のナイフ形石器である。

(34)は横長剥片を素材とした、一側縁加工のナイフ形石器である。背面及び主要剥離面から

ブランティング加工が施されている。下部は欠損している。

(35)は横長剥片を素材とし、一側縁加工を施している。風化が激しく加工部は明瞭ではない。

下部は欠損している。

(36)は縦長剥片を素材とし、右側縁部の主要剥離面及び背面からブランティング加工が施さ

れている一側縁加工のナイフ形石器である。また、裏面加工も施されている。

(37)は剥片を素材としており、左側縁部主要剥離面よリブランティング加工が施されている。

また、基部の裏面には、加工が施されている。先端は欠損している。

(38)は断面が三角形を呈し、左側縁及び稜上から加工を施している。刃部には使用痕が認め

られる。角錐状石器とも思われる。

(39)の幅広の剥片を横位に置いたものを素材とし、切り出し形を呈する三側縁加工を施した

ものである。右側縁は、背面及び主要剥離面からブランティング加工が施されている。また、

左側縁は基部をやや内湾するように主要剥離面からブランティング加工が施されている。い

わゆる「狸谷型」ナイフ形石器 (注 1)に類似する。

(40)(41)(45)は二側縁加工のナイフ形石器である。

(40)は幅広の剥片を素材として三側縁加工を行い直線的な刃部を形成している。また、基部

の裏面には加工が施されている。

(41)は二側縁加工及び裏面加工が施されている。

(42)(43)(44)(45)は 基部加工のナイフ形石器である。

(42)(43)は縦長剥片を素材として、やや直線的な基部加工を施し、左先端部に加工が施され

ている。

(44)縦長剥片を素材に主要剥離面よりやや直線的に基部加工を施している。先端部は使用中

に欠損したものと思われる。

(45)は ノ字状剥片を素材とし、打面部を基部と設定し、背面、左側縁と基部に若干ブランティ

ング加工を施している。いわゆる「今峠型」ナイフ形石器に類似する。

|
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(46)は使用痕剥片であるが、打面部に若干加工も見られることからいわゆる「今峠型」ナイ

フ型石器の未製品とも考えられる。

(42)(43)(44)は剥片尖頭器の可能性もある。

○角錐状石器は2点出土している。 (第24図)

(47)は縦長剥片を素材とした両側縁及び稜上から加工を施している。

(48)は縦長剥片を素材とし、主要剥離面及び稜上より加工を施している。先端部の裏面加工

が施されている。

○剥片尖頭器は3点出土している。 (第25図)

(49)は厚みのある縦長剥片を素材として、基部に快入状の加工が施されている。

(50)は厚みのある縦長剥片を素材とし、左側縁全体にブランティング加工が施されている。

(51)は縦長剥片を素材とし、右側縁の基部と左側縁の全体に加工を施し、右側縁上部に刃部

を形成している。

○スクレイパーは10点出土している。 (第25図・第26図)

(53)は厚みのある剥片を素材とし、全てに二次加工が施されているエンドスクレイパーであ

る。また、左側縁部は鋸歯状に刃部を作り出している。上部は欠損している。

(54)は厚みのある剥片を素材とし、右側縁部に弧を描くように刃部加工を施してある。

(55)(59)は剥片の下縁部に大まかな加工の後、細かい調整を施し、弧を描くように刃部を形

成しているエンドスクレイタギーである。

(56)は縦長剥片を素材とし両縁部に二次加工を施し刃部を形成しているサイドスクレイパー

である。

(57)は縦長剥片を素材に右側縁部下部を快入状に加工している。

(58)は縦長剥片を素材に、左側縁部に加工を施したサイドスクレイパーである。

○その他の石器 (第25図 。第27図)

(52)は小型の石核である。礫を分割し、左側部は上方から、右側部は下方向の剥離を行うこ

とによりV字形を作り平坦面から縦長剥片を剥離している。

(60)～ (63)は使用痕剥片である。

(60)(62)(63)は両側縁部に刃こばれ状の微小剥離が認められる。

(61)は左側縁部に使用痕が認められる。

【W-10グ リッド】

○ナイフ形石器は6点出土している。 (第28図)

(64)(65)は、一側縁加工のナイフ形石器である。横長剥片を素材とし、主要剥離面よリブラ

ンティング加工が施されている。やや丸みがかった形状を呈している。両方とも下半を欠損

してヽヽる。

(66)は幅広の剥片を素材とし、左側縁部にブランティング加工を施している、切り出し形ナ

イフである。また、右側縁部下部は、主要剥離面から打ち割って、基部をつくっている。

(67)は横長剥片を素材とし、左側縁部先端と右側縁部に主要剥離面よリプランティング加工

⑦



を施 し、右側縁部上部に刃部を形成している。

(68)(69)は基部加工のナイフ形石器で、縦長剥片を素材とし、打面部を基部と設定し、主要

剥離面より基部加工が施されている。基部はやや直線的である。いずれも剥片尖頭器の可能

性もある。

○角錐状石器は2点出土している。 (第28図)

90)は幅広で厚い剥片を素材とし、主要剥離面より加工が施されている。

○剥片尖頭器は5点出土している。 (第29図)

(71)(72)(74)は縦長剥片を素材とし、打面部を基部と設定し、基部に主要剥離面より加工を

施し快入状になっている。 (71)は先端部が(72)は上部が欠損している。

(73)(75)は縦長剥片を素材とし、打面部を基部と設定し、一側縁部に主要剥離面から加工が

施されている。基部は、やや快入状に加工が施されている。 (73)は、上部が欠損している。

○スクレイパーは 5点出上している。 (第29図)

(76)は、厚みのある縦長剥片を素材としたエンドスクレイパーである。下縁部に加工を施し

刃部を形成している。

○その他の石器 (第29図)

(77)(78)は使用痕剥片、 (79)は細石刃である。

【W-11グ リッド】

○ナイフ形石器は 5点出上している。 (第30図)

(80)(82)は二側縁加工のナイフ形石器である。

(80)は縦長剥片を素材とし、右側縁全体および左側縁の一部に主要剥離面からブランティン

グ加工が施されている。下部は、欠損している。

(82)は横長で厚みのある剥片を素材とし、両縁部に主要剥離面からブラ ィング加工を施

す。先端部は欠損している。未製品とも考えられる。

(81)(83)(84)は、一側縁加工のナイフ形石器である。

(81)は幅広の剥片を横位に置き左側縁部にブランティ

(83)は横長剥片を素材とし、主要剥離面よリブランテ

る。背面には自然面を残す。

(84)は断面が三角形を呈する剥片を素材とし稜上と右側縁に主要剥離面側から加工を施して

ある。また、左側縁部の下部に主要剥離面から加工を施し基部を形成している。刃部となる

左側縁には使用痕が見られる。角錐状石器の可能性もある。

○角錐状石器は5点出土している。 (第30図・第31図)

(85)は断面が台形を呈しており左側縁及び、稜上より加工を施している。右側縁上部には大

きな剥離が認められる。ナイフ形石器の可能性もある。

(86)は幅広で断面が三角形を呈している剥片を素材とし、左側縁部に主要剥離面及び稜上よ

り加工が施されている。また、右側縁は主要剥離面から加工が施されている。なお、 (92)

の石錐に作りが似ていることから未製品とも考えられる。

ング加工を施している。

ィング加工を施す。下部は欠損してい
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(87)は縦長剥片を素材とし主要剥離面及び頂上から加工を施している。先端部の一部に自然

面を残す。また、裏面は、左側縁部に大きな加工が施されている。

(88)は幅広の厚さのある剥片を素材とし主要剥離面及び稜上より加工を施している。また、

裏面は、下部に加工が施されている。

(89)は断面が三角形を呈し、厚みのある剥片を素材として、主要剥離面及び稜上より加工を

施している。上部は欠損している。

○石錐は3点出土している。 (第31図)

(90)は縦長剥片を素材とし、両側縁に加工を施し、主要剥離面では打瘤除去加工が施されて

いる。上部は欠損しているが石錐だと思われる。

(91)は厚みのある剥片を素材とし、主要剥離面から加工を施している。上部は欠損している。

(92)は厚みのある横長剥片を素材とし、主要剥離面及び稜上から加工が施されている。

○スクレイパーは2点出上している。 (第31図・第32図)

(93)は厚みのある縦長剥片を素材に左側縁に主要剥離面から大きな加工の後、細かい調整を

施している。背面は自然面を残すサイドスクレイパーである。

(96)は大型の剥片を素材として、弧を描くように二次加工が施されているエンドスクレイパー

である。

○その他の石器 (第31図・第32図)

(94)不明石器。幅広の剥片を素材に、刃部 ?を設定し、主要剥離面及び背面より加工が施さ

れている。また右縁部が欠損した後、右縁部に欠損部より加工を施したものと思われる。

(95)は使用痕剥片である。(97)は剥片である。

【E-1グ リッド】
○スクレイパーが 2点出土している。 (第33図)

(98)は幅広の剥片を素材とし、左側縁部に大まかな加工が施されている。サイドスクレイパー

と思われる。右側縁部には、大きな加工が見られる。

(100)は厚みのある縦長剥片を素材とし、左側縁部背面及び主要剥離面に、大まかな加工を

施した後、細かな調整が施されている。右側縁部には自然面を残す、サイドスクレイパーで

ある。

○使用痕剥片は4点出土している。 (第33図)

(99)は左側縁部に微小剥離痕が認められる。

(101)は縦長剥片の両側部に微小剥離痕が認められる。

(102)は幅広の不定形剥片の左側縁部に微小剥離痕が認められる。

【W-5グ リッド】 (第34図)
(103)は石錐である。横長剥片を素材とし、左側縁全体と右側縁全体に、主要剥離面より連

続して細かい加工を施している。錐部を快入状につくり出している。

【W-9グ リッド】 (第34図)
(104)(105)(106)は 使用痕剥片である。(104)と (106)は右側縁部に(105)1ま下縁部に微小剥離

O
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痕が見られる。

(107)は剥片である。

(5)接合資料

接合資料は、28例接合関係が確認できた。

接合資料A(5+108)
ナイフ形石器と剥片の接合資料である。

石核から(5)を剥離し、打面を変え(108)を剥離している。(108)は不定形の剥片で、裏面の

右側縁部に自然面を残 している。

接合資料B(109+110+111+112+113+114+115+116)

石核 2点と剥片 6点計 8点の接合資料であり、第10ブ ロックに分布している。

掌大の礫を素材としていると思われ、(110)(111)(112)に 節理面が認められることから礫を

分割した際に、(113)(114)(115)(116)を 含む礫a、 (110)を含む礫b、 (111)を含む礫c、 (109)

を含む礫d、 (112)を含む礫e等に分割され、 aは (114)の剥離を行ったあと、 (113)を 剥離、

(116)(115)と 順に剥離が行われたと思われる。 dは分割した後(109)を 石核と設定 し、分割

面より剥片の剥離を行っている。 eは (112)を石核と設定し平坦面より剥片の剥離を行 って

いる。

接合資料 C(82+117)

ナイフ形石器と剥片の接合資料である。

石核から(82)を剥離し、もう1点剥片を剥離した後、同じ打面から(117)を剥離 している。

(117)は使用痕と思われる微小剥離痕が上縁部に認められる。なお、下縁部には、 自然面が

残る。

接合資料D(118+119+120+121+122+123)

石核 1点、使用痕剥片 4点、剥片 1点の計 6点の接合資料で、第 6プロックに分布している。

この接合資料と同一の個体と思われる接合資料が他に 3例あり、同一ブロックに分布してい

る。

掌大の礫(118)(120)(121)(122)(123)を 含む礫a、 (119)を含む礫b等に分割 し、礫aは (120)

を石核と設定し、平坦面から(123)(118)(122)(121)を 順に剥離 している。礫bは、 (119)を

礫面から剥離を行っている。なお、(118)(122)は加撃力が石核の下方に抜けず、途中で石核

の内部に入り込み、石核の裏面に抜けた為にウートラパッセ状を呈している。

|
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第 2節 縄文時代の遺物
E-2グ リッド、W-10グ リッド、W-11グ リッドのVa層下部で縄文時代の遺物が出土 し
ているが、これらのグリッドではVa層上部まで削平を受け、また、旧石器時代の遺物の混在

も認められた。

(124)(125)(127)は 石鏃で 3点出土している。E-2グ リッド2点 (124)(125)、 W-10グ リッ
ド1点 (127)で ある。

(124)は姫島産の黒曜石製で、二等辺三角形を呈しており、V字状の快りがある。

(125)は チャート製で、二等辺三角形を呈しており、U字状の深い快りがある。なお、片脚

は欠損 している。

(127)は黒曜石製で、正三角形を呈しており、若干挟りがみられ、両縁部には比較的細かい

調整が施されている。

(126)は尖頭器でE-2グ リッドで 1点出土している。両縁部から粗い加工を施している。
また、主要剥離面もカロエが施されている。

(128)(129)は磨石で 2点出土している。E-2グ リッド1点 (120、 W-10グ リッド1点 (129)
である。

土器はE-2グ リッドで 1点、W-11グ リッドで14点出土している。
(130)は縄文土器である。E-2グ リッドで出土した。貝殻条痕が横方向へ施されている。
(131)(132)(133)は W-11グ リッドで出土している。無文である。全面横方向にナデ調整が

施されている。なお、一部焼成を受け煤けているものもある。胎土的には縄文土器に類似し

ているが不明である。

第 3節 歴史時代の遺物
(134)は、W-1グ リッドのⅢ層から出土した。土師器の甕である。口縁部が外反 し胴部が

やや張る。底部は平底であるが、やや丸みがある。全面に斜め方向のタタキ調整が施されてお

り、その上から一部ナデ調整が施されている。全体的に器壁が薄い。なお、一部焼成を受け煤

けている。
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垂 水 第 1遺 跡 遺 物 観 察 表
l E-1グ リッド

10

(0

No 器  種 石  材 最大長 (cmJ 最大幅 (cmD 瑯   (cm) 重量 (g) 打 面 備 考 実測

l 使用痕剥 片 流紋岩 3

2

1

4 スクレイ″ヾ― 6 サイ ドスクレイパー?

108 245 サイドスクレイパー

石 核 365
焼 礫

使用痕 剥片 流紋岩
ム
コ 石 安山岩 23 1 と,790

16 1 1,900

2 E-2グ リッド
No 器   種 石  材 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 衰メ∫](αじ 重 量 (g) 打 面 備 考 笑測

1 剥 片 流紋岩

石 鏃 黒曜石 0_35 1

剥 片 流紋岩 単
ど08 複

使 用痕 剥 片 11 単

055
7

複

ナイフ形石器 +141 横長 5

使 用 痕 剥 片 1.5 複

11 1.15 単

談J 片

0,42 単 横長

4 自 横長

使用痕剥 片 17

焼 礫 13.6 77 9
ム
ロ 石 安山岩 166 14 0 109 2.000
使 用痕 剥 片 流紋岩 5 単 熱を受け赤 く変色

剥 片 黒曜石

使用痕 剥 片 流紋岩 単

片 2

自

ナイフ形石器 1

片 9 単

角錐 状 石 器 9

剥 片 1 横長

使用痕 剥片 単

1

談J 片 8

二次加工剥片 0,92 2 横長 使用痕あり
使用痕 剥 片 2

剥 片 単 下部欠損

使用痕剥 片 5 単 熱を受け表面赤く変色

2

剥 片 2 熱を受け自然面赤く変色

2

5

二次加工談1片 1 3
ム
ロ 石 安山岩 15,6 3.950

剥 片 流紋岩

黒曜石 6 横長

使 痕 剥 片 流紋岩 2

7 単 使用痕あり

剥 片 複 横長

2



No 器  種 石  材 最大長 (伽 ) 最大幅 (cm9 瑯        (cmD 重 量 (g) 打 面 考備 実 測
使用痕 剥 片 流紋岩 未製品 ?

片剥 1_2 複

使用痕 剥 片

ナイフ形石器 横長 上部下部欠損
片剥 熱を受け自然面赤く変色

使用反 剥 片 単

片剥 1 25

単 横長

鏃石 チャート 1

角錐状石 器 流紋岩 小型

片剥 7 単 +119

使用痕 剥 片 単

二次加工 剥 片 単 横長

使用痕剥 片 単 +154

単

複

複

複

片剥 27
43 単

使用痕剥 片 複 使用痕あり

片剥 7 単

土  器  片
片剥 流紋岩

使用痕剥 片

1ド 2 複

片剥 4_0 単

使用痕 剥片 単

片剥 複

5

複

使用痕剥 片 5 横長 ナイフ未製品 ?
片剥

使 用痕 剥 片 9 単 熱を受けて赤く変色

片剥

使用痕 剥片 単

核石 単 使用痕あり

片剥 9 単

使 用痕 剥 片 5 単 横長

石原

使用痕 剥片 使用痕あり

88 片剥

砂 岩

使用痕剥 片 流紋岩 9 単 熱を受けて赤く変色

単

片剥 複

使用痕 剥 片

ナイフ未製品 ?

角錐状石 器 1_7

使用痕剥 片 使用痕あり

1.35
片剥 熱を受け一部赤く変色

ナイフ形石器

使用痕剥 片

片剥 7

ナイフ形石器 3.75

片剥 横長



No 器  種 石  材 最大長 (ω 最大幅 (cmJ 騨        (ω 量重 打 面 考備 冥  測
二次加工剥片 流紋岩 0.85 上部欠損

核石 +182

片剥 3

使用痕 剥片 1.1 2

片剥 1 9 単 熱を受け赤く変色

2 横長

使用痕 剥片 2 複

単

複

6 複

片剥 1 2

使用痕 剥片 3 単 下部欠損

片剥 5 +201

使用痕剥 片 単 +57

055 5 単

3 単

二次加工剥片 単

ナイフ形石器 5

片剥 3

065 5

使用痕剥片 単 横長

片剥 単 +157+203熱を受け赤く変色

1.35 3

9 単

14

095 8 単

スクレイパー 10.8 295 サイ ドスクレイパー

使用痕剥 片 自

単

12 単 熱を受け赤く変色

ナイフ形石器 2 国 府型 ? 7

使用痕剥片 単

14

片剥 +9

使 用 痕 剥 片 5 複

4 単

片剥 5

頁 岩 4
ナイ フ形 石器 流紋岩 5 2

二次加工剥片

使用痕 剥片 2 単

砂 岩 9

片剥 流紋岩

8 単

1_7 0_65 2

9 単

1_7 +60

使用痕 剥片 砂 岩 13 単

流紋岩 5 単

片剥 単 +127+203熱を受け赤く変色
角錐状石器 6 下部欠損

片剥 9

使用痕剥 片 9 単

片剥

使用痕 剥片 1_25 単



No 器  種 石  材 最大長 (cll) 最大幅 (cmD 最大厚 (c ll) 量重 打 面 考備 実  測

使用痕剥 片 流紋岩

熱を受け赤く変色

片剥 単

使用痕 剥 片 単

ナイフ形石器 下部欠損

使用痕剥 片 複 横長

礫焼 109 636

使用痕 剥片 流紋岩 単

片all

使用痕剥 片 複

片剥

使用痕 剥片 複

イフ形石器ナ 国府型 ?

使用痕 剥 片 3

片剥 4

角錐状石 器 9 上部欠損

使用痕剥 片 単

片談J +106

単

横長

横長

175
ナイフ形石器 2 +223

使用痕 剥 片
単

片剥 9 単

使用痕剥 片 単

片談J 4

二次加工all片 2.85 +202

片談1 自 +206

二次加工剥片

使用痕剥 片

スクレイ′ヾ― 快 入状

石原

使用痕 剥 片

6 複

核石 +■ 7

片黒J 複 +193

1 95 複 +127+157熱を受け赤く変色

ナイフ形石器

スクレイパー エンドスクレイパー

核石 385 +194

使用痕 剥片 235 単 横長

1,7 単

片鼠I 単

使用痕剥 片

片剥 1

核石 単

使用痕 剥片 +218 上部欠損
片剥 単

複

ナイフ形石器 1.5 下半部 国府型 ?
片剥

使用痕剥 片 複 +213 下部欠損
核石 285 熱を受け変色 ?

220
二次加工剥片

222 スクレイパー



ナイフ形石器

ナイフ形石器

スクレイパー

角錐状石 器

使用痕剥 片

使用痕 剥片

ナイフ形石器 上 ?下 ?欠損

使用痕剥 片

熱を受け赤く変色

ナイフ形石器

使用痕 剥片

使用痕 剥片

使用痕 剥片

使用痕 剥片

重 量 (g)

使用痕 剥片

使用痕 剥片



No 器  種 石  材 最大長 (cl l) 最大幅 (cnJ 最大厚 (cll) 重 量 ( 打 面 考捕 実  測
1 鏃石 黒曜石 1.3 025 1

石磨 花南岩 575
片

一素 流紋岩 15
使 用痕 剥 片 1_15

礫 12 6 112 1020
7 129 17_3 10_4 3000

115 1.321

8_46

145 138 1 880

石合 安山岩 232 13,7 11.4 3 100

礫 148 11_5 10_65 3000
179 16.2 12.4 3、 500

石 安山岩 281 15.3

255 3500
117 11,0 15 5

礫 118 11 0 8_35 1 750

595
6_15

688 753
使 用痕 剥 片 流紋岩 複

片素J 自 +27+64

単

1_1

使用痕剥 片 8 単

6

片剥 37 190 125 +22+64

5

11 複

使用痕剥 片 自 横長

片剥 9

2

065 5 +40+42+43+70+77+78+131

使用痕 剥片 6

片剥 065 複 横長

使用痕 剥 片 1.7 3 複

9 単

片剥 0.65 単

使用痕剥 片 1_65 +75

片剥 265 +33+42+43+70+77+78+131

使用痕剥 片 9 単 横長

片黒J 14 9 +33+40+43+70+77+78+131

095 8 +33+40+42+70+77+78+131

単

使用痕 剥片

ナイフ形石器

9

片 単

使用痕 剥 片 9

片

使用痕剥 片 5 複 熱を受け赤く変色

ナイフ形石器 085 5

使用痕剥 片

片談J

2ヽ 2

使用痕 剥 片 5



No 器  種 石  材 藤         (cmJ 最大幅 (ω 最大厚 (cnJ 重 量 (g) 打 面 考備 実 測

核石 流紋岩

片剥 2.25 単

便用痕 剥 片

片剥 1 25 単

075 単

2_5 +22+27
二次加工剥片 ?

使用痕 剥 片 単

礫

角錐状石器 流紋岩 1

片剥 単 +71+586V-11グ リッド)
核石 +33+40+42+43+77+78+131

l 片剥 +69+586V-11グ リッド)
使用痕 剥片 5_6 1.55

片剥 0_95 単

+39

核石 1_95

片剥 3.95 +33+40+42+43+70+78+131

核石 3_27 +33+40+42+43+70+77+131

片剥 7

使用痕 剥片 単

片剥 単

単 +144

0_72 5

単

核石 2.45

使用痕剥 片

105 複

核石

スクレイパー

片剥

使用痕 剥片 8

片剥 0_95

複

1_35 横長

使用痕 all片

片剥 1_7

剥片尖頭器 先端部欠損

使用痕 剥 片 1.15 単 熱を受け左面赤く変色
スクレイパー 9

片剥

使用痕 剥片 1 75

石  核  ?
スクレイパー 075 +108サイドスクレイパー上部

1_2 +107サイドスクレイノヾ―下部

使用痕剥 片 0.85 +153

1.25 +176
1 片剥

使用痕剥 片 単

スクレイパー 1_5

使用痕 剥片 4ヽ8 単

片剥 1.15 熟を受け赤く変色

使用痕 剥片

7 二次加工剥片 1.25 9



NQ 器  種 石  材 最大長 (cl l) 最大幅 (cnD 最大厚 (cm; 量重 打 面 考備 実  測
片剥 流紋岩

使用痕剥 片 単

横長

石敲 安山岩

使用痕剥 片 流紋岩 複

片剥 単

複

角錐状石 器

使用痕剥 片 0_72

127 片剥 17 5 複

単

使用痕剥 片 2^25

片 5 +33+40+42+43+70+77+78

5

明不

礫 7 熱を受け赤く変色

使用痕 剥 片 流紋岩 1_15 単

単

片剥 045 単

1

ナイフ形石器

片談1

単 +84

熱を受け赤く変色

使用痕 剥片 055
複

片談J 砂 岩 単

使用痕 剥片 流紋岩 複

スクレイパー +109 エンドスクレイパー

ナイフ形石器 砂 岩

使用痕 剥片 流紋岩

片鼠1 複

ナイフ形石器 075
片訳」 砂 岩

135 17 単

礫

使用痕剥 片 流紋岩 1 75 自

剥片 尖 頭 器 砂 岩 1 25

片剥 流紋岩 1_7

剥片尖頭器

下部

片談u 1 35

1_85

単

単

単

065 単

使用痕 剥片 +110

剥片尖 頭器 砂 岩 上部欠損



竪穴状遺構埋土内

No 器  種 石  材 最大長 (cmj 最大幅 (ca19 最大厚 (cll) 重 量 (g) 打 面 備 考 実 測
1 使用痕 剥片 流紋岩

片

3

4 細  石  刃 黒曜石

No 器   種 石   材 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cmD 重 量 (質 ) 打 面 考備 実 測
1 土 器  片
2

3

4

5 +6

6 +5

7 礫 1.5 1

8 土  器  片
9

+13

+11

錐石 流紋岩

核石 322 +19+20+21+22+23
片剥 単

単 +20+21+22+23
複 十 +19+21+22+23

1_25 + +19+20+22+23
165 複 十 +19+20+21+23

+ +19+20+21+22
単

使用痕剥 片 単

片剥 黒曜石 13

流紋岩 1_15 7 複

単

17
ナイフ形石器 単

片剥 0,85 複

+44

使用痕剥 片 17
ナイフ形石器 15
スクレイパー 109 エンドスクレイパー

使用痕剥 片 100 2.35

片剥 単

使用痕剥 片 +40
+39

0_25 単

ナイフ形石器 +57 上部
片剥 単

ナイフ形石器 +33

使用痕 剥片

角錐状石 器

片剥 黒曜石

使用痕 剥片 流紋岩 単

片景J

二次加工剥片

角錐状 石器 165



No 器  種 石  材 最大長 (cn9 最大幅 (cm9 瑯         (Cm9 量重 打 面 考備 実 測

ナイフ形石器 流紋岩

使用痕 剥片 1_35

上部欠損

二次加工剥片 9 複

ナイフ形石器 7 下部+42

片剥 十OV くWV~■υタ リッ ド
+71(W-10グ リッド

砂 岩

085 8

核石 流紋岩

片剥 単

7 単

使用痕剥 片 複

単

4.01 1.65 5

片剥 7 単

使 用展 剥 片 5 単

片剥 6 自

単

角錐状 石器 砂 岩

ナイフ形石器 流紋岩 84

錐石

角錐状石器

不 明 石 器

錐石

使用痕 剥片 3 単

9 +85

80

ナイフ形石器 複

83 使用痕 剥片 3

片剥 単

使用痕 剥片 2_8 1_35 +79

単

単

片剥 単

使用痕 剥片 単

片剥 0_72 7 複

複

0_25 2 単

使用痕 剥片 1_35 単

スクレイパー 1.35 サイドスクレイパー

片剥 1

使用痕 剥 片 単

石ム
ロ 安山岩 19.8 5.25 1 386

敲  石  ? 13_7

石原 流紋岩

片剥 単

12 複

二次加工剥片 単



NG 器  種 石  材 鵡         (cmJ 最大幅 (ul) 騨          (unD 量重 打 面 考捕 笑  測
1 ナイフ形石器 流紋岩

2 角錐状石 器 095
片剥 複

使用痕剥 片 自

単

6 単

片剥

使 用反 剥 片 単

片剥

核石

1 片剥 5_5 235
単

単

使用痕剥 片

4 複

065
片剥 235

使用痕剥 片

5 横長

片剥 0.85 4 単

8 単

使用痕剥片 単

核石 205
片剥 自 +36+195

使用痕剥 片 複 +32

0_95 9 複

片剥

使用痕剥 片

0.75 +27

5 単 +37+42+90+136+137

単

複

核石 285 +26+195
片剥 225 +33引卜42-r90-卜 136-卜 137

使用痕剥 片 145 +75

片剥 2_2

4 複

075 +43-卜 46

使用痕剥 片 単 +33+37+90+136+137
核石 2.95 +41-卜 46

1 85 +93

片剥 2.35

+41-卜 43

熱 を受 け一部 赤 く変色

使用痕 剥片 複

片剥

熱を受け一部赤く変色

核石 3_62 +94+139熱 を受け赤 く変色
片剥 +140

使用痕 剥 片 0.78

片剥 0_75 6 複

0.65 複

2

使用痕剥 片 075
単

M-1 グリッド

IC0

(④



No 器   種 石  材 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cmD 重量 (g) 打 面 考備 実  測

片剥 流紋岩

使用痕剥 片 0_65 5 単

単

単

片剥 045 3

使用痕 剥 片 3.8 3

単

スクレイパー サイ ドスクレイパー

片剥 単

ナイフ形石器

使用痕 剥片 155 単

片黒J 135
使用痕 剥片 3 複

ナイフ形石器 125 樫谷型 ?

使用痕 剥 片 7

片

2 +38

5

ナイフ形石器 1,75

片剥 5 熱を受け赤く変色

075 単

石 安山岩 165 15_0 10 0 2.200

片談J 黒曜石

流紋岩

黒曜石 単

流紋岩 単

使用痕剥 片 単

石台 安山岩 250 20.5 5、 000

片剥 流紋岩 1_5 035 自

1 85 単

核石 +33+37+42+136+137

片剥 19 単

石ム
ロ 安山岩 320 ■ 0 5、 700

片剥 流紋岩 +44

単 +51+139

使用痕 剥片 085
片承J 1 35 複

1 85 単 +99

使用痕 剥 片 単

片剥 +97

使用痕剥 片

片剥 2 複 横長

単

17 単

使用痕 剥片

片 6 単

使用痕 剥片

片剥

3 単

角錐 状 石 器 8

ナイフ形石器 1 15 下部欠損

片景J 245
核石 複

片まI 0.75

単

使用痕 剥片 7 複

ユJ 片 0.55 5



血 器  種 石  材 最大長 (cm) 最大幅 (all) 最大厚 (cm) 重 量 (g) 打 面 考備 実 測
片 流紋岩

055 7 複

単

27 075 単

135
71

使用痕 剥 片 複 +129+138
片

一談 175 複 +128+138

7 複

複

2 0.65
ナイフ形石器 084

片剥 055 単

ナイフ形石器 4 085 先端部欠損

使用痕剥片 自 +33+37+42+90+137
単 +33+37+42+90+136

片黒J 187 単 +128+129

単 +51+94熱在懃月剛跡く変色

357 +52

複

砂 岩

ナイフ形石器 流紋岩

二次加工剥片 1.55

焼  礫  片 17 9

使 用 痕 剥 片 流紋岩 3 単

核石 +153

片素」 0 3 単

砂 岩

使用痕 剥片 流紋岩

片談J 単 +244
使用痕 剥片 自

片談」 1 +147
ナイフ形石器

使用痕剥 片 砂 岩 単

剥片尖 頭器 12
片
・
流紋岩 0.45 5 単

スクレイパー 12 単 サイドスクレイパー

片 4 複

使用痕 剥片 085
片 +163+166

085
複 +161+166

47 14 単 横長

使用痕 剥片 11 単

片剥 複 +161+163

1_95

複

6 複

単

1 75

127 単

4 スクレイ′ヾ― 13 5 鋸歯状 エンドスクレイパー

使用痕 剥片 075 単

焼 礫 4



No 器  種 石  材 最大長 (cn9 最大幅 (ω 最大厚 (cm) 重 量 (g) 打 面 考備 実 測
スクレイ′ヾ― 流紋岩 15 単 横長

135 挟入状

ナイフ形石器 125
使用痕剥 片 単

ナイフ形石器 1_15 8

片剥 15 複

065
使用痕 剥片

片素1 熱を受け一部赤く変色

単

045
明不 1 15 9

ナイフ形石器 流紋岩

使用痕剥 片 単

片剥 4

165 7

核石 複

使用痕 剥片 31 単 +26+36
片剥 単

複

10

使用痕剥 片 単

3 単

1 25 複 今峠型 ?

片剥 単

使用痕 剥片

片剥 自

ナイフ形石器 1 35 単 今峠型 ?

使用痕 剥片 10 単

単

片黒J 2

砂 岩 単

使用痕 剥片 流紋岩 単 横長

片談J 10 複

剥片 尖 頭 器 砂  岩 1_25

使用痕 剥片 流紋岩

片豪u 5

黒曜石 19 9 単

流紋岩 1 35

使 用痕 剥 片 15 複 +222

片談」 085 単

核石

スクレイノヾ― 横長

222 片黒」 016 自 +218

223 使 用痕 剥 片 単

石原 熱を受け赤く変色

225 片ユ1 複

単 熱を受け赤 く変色

石原

12 7

使用痕 剥片 単

230 096 複

片
一素 135 自 横長

232
スクレイパー 225 」ンドスタレイパー

片剥

235



No 器  種 石  材 最大長 (cm) 最大幅 (cmD 最大厚 (c ll) 量璽 打 面 考備 実 測

使用痕剥 片 流紋岩 125 複

237

片談J 3

使用痕 剥片 085 単

スクレイパー 1.7 エンドスクレイパー

使用痕剥片 複 横長

単

礫焼

片剥 流紋岩 12 単 +151

石敲 385
片 4 +253

使用痕 剥片 単

248 スクレイ″ヾ― サイドスクレイ′ヾ―

片

二次加工剥片

片剥

核石 +246

スクレイ′ヾ―

片
一ま

5 自

単 横長

使用痕剥片 複

単 横長

0.65 単

石敲 安山岩

二次加工剥片 流紋岩 265
片剥 単

使 用痕 剥 片 単

片剥 複

266 単

石敲 安山岩 14.3

使用痕 剥片 流紋岩 3_1 複

片剥 3.3 1 35 複

270 黒U片 尖頭器 砂 岩 165

No 器  種 石  材 最大長 (cmD 最大幅 (cll) 瑯    (cnD 重量 (g) 打 面 備 考 実 測
1 石 錐 流紋岩 15 4



第 4章 ま と め

垂水第 1遺跡の調査では、旧石器時代の遺物は777点出土しており、石器組成は、ナイフ形

石器40点、剥片尖頭器 8点、角錐状石器15点、スクレイパー23点、石錐 4点、二次加工剥片19

点、使用痕剥片263点、敲石 7点、台石13点、石核28点、剥片355点、細石刃 1点、不明石器 1

点から成っている。

本遺跡では、ナイフ形石器文化の鍵層となる姶良Tn火山灰 (AT)層が確認できなかったが、

石器組成から見ると、宮崎県内の遺跡でナイフ形石器と角錐状石器または剥片尖頭器を共伴す

る石器群は、赤木遺跡 (延岡市)、 船野遺跡 (佐土原町)、 金剛寺原第 2遺跡 (宮崎市)、 堂

地西遺跡 (宮崎市)、 芳ケ迫第 1遺跡 (田野町)等を挙げることができる。

赤木遺跡では、二側縁加工、切り出し形、一側縁加工のナイフ形石器 (切 り出し形が約 7割

を占めている)、 角錐状石器 (三稜尖頭器)、 剥片尖頭器が出土し、船野遺跡では、細石刃、

細石核、台形様石器、二側縁加工、基部加工、切り出し形、一側縁加工のナイフ形石器、尖頭

器が出土している。また、本遺跡に隣接する金剛寺原第 2遺跡では、切り出し形、二側縁加ス

ー側縁加工のナイフ形石器、角錐状石器が出土しており、堂地西遺跡では、切り出し形、二側

縁加工のナイフ形石器、剥片尖頭器が出土している。芳ケ迫第 1遺跡では、一側縁加工、基部

加工のナイフ形石器、角錐状石器 (三稜尖頭器)、 剥片尖頭器が出土している。

これらの遺跡は全てAT層上位からの遺跡であることから、まず、AT降灰後の石器群を伴っ

た遺跡と考えて良いと思われる。

本遺跡でのナイフ形石器の特徴については、大きく分けて、切り出し形のもの、一側縁加工

のもの、基部加工のもの、二側縁加工のものがあり、全体的に見ると、一側縁加工のものが多

いことである。

切り出し形ナイフ形石器については、いわゆる「狸谷型」ナイフ形石器 (注 1)に類似する

もの、一側縁加工のもので横長剥片を素材とした、いわゆる「国府型」ナイフ形石器に類似す

るもの、ナイフ形石器文化終末のものとされている「今峠型」ナイフ形石器に類似するものの

3タ イプのナイフ形石器が出土しており、幅広い時期差が見られる。これらの石器の分布につ

いて、ブロック別に見てみると、第 2ブロックにおいていわゆる「国府型」ナイフ形石器に類

似するものが出土しており、また、第 6プロックにおいていわゆる「狸谷型」ナイフ形石器に

類似するものが、第 7ブロックにおいていわゆる「今峠型」ナイフ形石器に類似するものが出

土している。

ブロックの設定については、あくまでも視覚的な遺物の集中という点と接合資料を基に行っ

たが、ブロックの時期的なものについては第 5ブロック、第 6プロックの集石のように隣接す

る集石の検出面のレベルの違いなどからも、プロック内外での複数の文化層の存在する可能性

が示唆できるが、時間的な制約等により整理研究がそこまで至ることができなかった。

今回の調査では、調査区の制約等もあって、その全貌を明確にすることができなかったが、

E-2グ リッドの東側及びW-10グ リッド、W-11グ リッドの西側の未発掘部分の調査によつ



ては、プロック設定の変更も考えられ、層位の関連等から、ブロックの時期や遺跡の性格等が

明らかになっていくものと思われる。

また、この台地上には、先にも触れたが金剛寺原第 1遺跡、第 2遺跡もあり、これらの遺跡

との関連性についても、今後の研究、資料の充実等を待って、徐々にこの地域相が究明されて

いくものと思われる。今後に期待したい。

会唇径集当型⊆査再程F員長ぞ唇亀曇年壌毅軍写下密写言昆含:菅E「現昼法曇璽違彗戻夏昂

また、多くの方々から貴重な御助言、御教示をいただいた。文末に明記し、感謝を申し上げる

次第である。

夫  石 チII 悦 雄
樹  長 友 郁 子 (以上宮崎県文化課)
孝 (宮崎市管財課)

樹 (京都文化博物館)

己 (福岡市埋蔵文化財センター)

剛 (九州大学院生)(敬称略)

(注 1)松藤和人氏が「南九州における姶良Tn火山灰直後の石器群の評価をめぐって」

『考古学と生活文化』 (同志社大学考古学シリーズ刊行会 1992年)の中で「分厚な横長剥片

あるいは幅広の剥片を素材とし、刃縁と器身の長軸とが45度前後で交わり、背部を腹面部から

の急角度の剥離で調整するとともに、その反対側の基部に連なる短辺を内湾状に整形した背付

き石器」を狸谷遺跡にちなんで提唱されたものである。
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図版 1

垂水第 1遺跡調査風景

図版 2

垂水第 1遺跡土層断面

図版 3

W-1グ リッド
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図版 4

W-5グ リッド
石錐出土状況

図版 5

W-6グ リッド
水没風景

図版 6

E-2グ リッド
(南側より)



図版 7

E-2グ リッド
石器群出土状況

図版 8

E-2グリッド
ナイフ形石器出土状況

図版 9

W-10グ リッド
(南側より)
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図版10

W-11グ リッド
(北 lRJよ り)

図版11

W-11グ リッド
石器群出土状況

図版12

W-11グ リッド
ナイフ形石器出土状況



図版13

M-1グ リッド
(南側より)

図版14

M-1グ リッド
石器群出土状況

図版15

M-1グ リッド
角錐状石器出土状況
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図版16

M-1グ リッド
使用痕剥片出土状況

図版17

E-2グリッド
集石遺構検出状況

図版18

M-1グ リッド
1号集石遺構検出状況
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図版19

M-1グ リッド
2号集石遺構検出状況

図版20

M-1グ リッド
3号集石遺構検出状況

図版21

M-1グ リッド
4号集石遺構検出状況
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図版22

M-1グ リッド
5号集石遺構検出状況

図版23

M-1グ リッド
6号集石遺構検出状況

図版24

W-10グ リッド
竪穴状遺構検出状況



図版25

M-1グ リッド
竪穴状遺構検出状況

図版26

M-1グ リッド
竪穴状遺構断面上層

M-1グ リッド
竪穴状遺構断面状況
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図版33 W-11・ E-1・ W-5グ リッド 出土遺物
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図版34 接合資料
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′垂 水 第 1遺 跡

市道久保垂水線改良工事に伴う

発掘調査報告書
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